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10月16日は国連の定めた世界食料デーです。FAO

の創立記念日に当たるこの日には、毎年、世界各地
で食料問題を考える催しが行われています。また、
日本では10月を「世界食料デー」月間とし、国際
機関やNGOが協力してさまざまな取り組みを行って
います。詳しくはウェブサイトをご覧ください。

■ 記念シンポジウム
日時：10月16日（火）18時／場所：国連大学／
FAO駐日連絡事務所と国連世界食糧計画（WFP）
日本事務所の共催によるシンポジウム

■ World Food Night

日時：10月12日（金）19時／場所：Shibaura 

House／食の問題の解決に向けて活動する人と参
加者が交流するイベント

■ 「世界食料デー」月間シンポジウム in 横浜
　 考えよう！「食べること」「捨てること」
日時：11月10日（土）13時／場所：はまぎんホ
ールヴィアマーレ／FAO日本担当親善大使の国谷
裕子氏による基調講演や、NGO・企業等の活動紹
介を予定

FAO駐日連絡事務所：www.fao.org/japan/en/

「世界食料デー」月間2017：www.worldfood 

day-japan.net/

10月16日は「世界食料デー」


